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高橋：伊藤永之介「万宝山」の周辺－一九三一年の満洲理解への一視座
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市川：古英語版『聖クリストファー伝』の言語と内容について
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小田：γ-Feの磁気秩序とノンコリニア磁気構造に関する理論的研究
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付　　教員研究業績報告書（平成27年10月～平成28年9月）

機械工学科
2）論文

①　寺田耕輔，門井幸太，戸倉  直，須志田隆道，萩原一郎，折り畳み可能な構造体の変形メカニズム，国立
高等専門学校機構　福島工業高等専門学校　研究紀要　第 56 号，P1-6（2016.2）

②　Yaoyang Zheng，Kunio Shimada，Chikai Tei  
　　Research on Electrical Conduction Characteristic and Temperature-dependent Characteristic of Aque-

ous MCF Rubber 
　　International Journal of Materials Engineering，5（5），pp.125-128 （2015.10）
③　Masataka Shirakashi，Kye Wei Yeo，Mizuyasu Koide，Tsutomu Takahashi，Sheikh Ahmad Zaki，

DEVELOPMENT OF ROBUST VELOCIMETER FOR NATURAL WATER FLOW MONITORING，Jur-
nal Technology （Sciences & Engineering） 78:7 pp.107–112 （2016.6）

4）口頭発表
①　寺田耕輔，佐藤秀俊，戸倉　直，萩原一郎，高橋　進，溝付板材の曲げ加工における変形メカニズム，第

66 回塑性加工連合講演会講演論文集，No.553，2015.
②　門井幸太，寺田耕輔，折り畳み可能な構造体の変形過程におけるメカニズム，日本機械学会東北支部第

52 期秋季講演会，講演論文 No.210（2016.9）
③　「The 2nd International Symposium on Engineering and Applied Science」
　　（August 09-11，2016，Hawaii，USA） 
　　Yaoyang Zheng， A New Process Method for MCF Polishing（2016.8）
 　   Proceedings in USB メモリー （ISEAS-14967，pp.1- 4）

電気工学科
2）論文

①　鈴木晴彦，徳永昇吾，金丸允俊，貝沼秀一郎，伊藤　淳，シリンダ形状永久磁石で構成した Halbach 配
列の磁場分布特性の検討，日本 AEM 学会誌，Vol.24，No.3 （2016） pp.228-233（2016.9）

②　T. Yamamoto，Xu Yanbin，S. Hashimoto，N. Higuchi，K. Nara，H. Yasue，Operational Simulation 
of PV Generation System with Hybrid Batteries，Innovative Smart Grid Technologies-Asia（ISGT Asia） 
2015，IEEE，IEEE Xplore Digital Library，pp.1-5 Print ISBN : 978-1-5090-1237-4 （2015.11）

③　Shinya Hashimoto，Toshikazu Yamamoto，Yanbin Xu，Noboru Higuchi，Koichi Nara，Hirotaka Ya-
sue，Islanding Operation of PV Generation System with Hybrid Batteries，The International Conference 
on Electrical Engineering 2016，論文番号 90372，pp.1-6（2016.7）

④　Takashi Wakamatsu,“Enhanced-Evanescent-Field Induced Photoluminescence of Rubrene Thin Films,” 
Molecular Crystals and Liquid Crystals，Vol. 622，Issue 1，pp.140-144 （2015.12）

⑤ Takashi Wakamatsu,“Low Applied Voltage Effects on Thaumatin Protein Crystallization,” Transactions 
of the Materials Research Society of Japan，Vol. 41，No. 1，pp.13-15 （2016.2）
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4）口頭発表
①　鈴木晴彦，徳永昇吾，金丸允俊，貝沼秀一郎，伊藤　淳，シリンダ形状永久磁石で構成した Halbach 配

列の磁場分布特性の検討，日本 AEM 学会，第 24 回 MAGDA コンファレンス in Tohoku，1-4-6 （2015）
pp.65-70.（2015.11）

②　猪狩聖人，荒川雅俊，金成憲吾，鈴木裕司，伊藤　淳，鈴木晴彦，PG 板の試料端部形状差による反磁性
磁気反発力の動的計測法による検討，日本 AEM 学会，第 24 回 MAGDA コンファレンス in Tohoku，PS1-
4-8 （2015）pp.237-240（2015.11）

③　金丸允駿，徳永昇吾，貝沼秀一郎，佐藤瑞起，伊藤　淳，鈴木晴彦，磁場分布のスライド性能を有する新
しい Halbach 配列におけるシリンダ形状永久磁石の回転に関する検討，電気学会，マグネティクス・リニ
アドライブ合同研究会（沖縄），MAG-15-182,LD-15-92（2015）pp.39-42（2015.12）

④　鈴木晴彦，猪狩聖人，荒川雅俊，金成憲吾，鈴木裕司，伊藤　淳，数種の計測法による端部形状差を利用
した PG 板試料の反磁性磁気反発力データの比較検討，電気学会，マグネティクス・リニアドライブ合同研
究会（沖縄），MAG-15-184，LD-15-94（2015）pp.43-46（2015.12）

⑤  鈴木晴彦 , 佐藤瑞起，貝沼秀一郎 , 金丸允俊 , 徳永昇吾 , 伊藤　淳，磁場のスライド性能を有するシリンダ
形状永久磁石型リニア Halbach 配列の高機能化へのアプローチ，電気学会，リニアドライブ研究会（大阪），
LD-16-23（2015）pp.127-130（2016.1）

⑥　佐藤瑞起，貝沼秀一郎 , 金丸允俊 , 徳永昇吾 , 伊藤　淳 , 鈴木晴彦，シリンダ形状永久磁石型リニア
Halbach 配列のデュアルクロス構成による磁場のスライド機能に関する初期検討，電気学会，リニアドライ
ブ研究会（大阪），LD-16-24（2015）pp.131-134（2016.1）

⑦　鈴木晴彦，植　英規，五つのコース学生のプロジェクトチームによる PBL 演習，電気学会，教育フロンティ
ア研究会（福工大），FIE-16-012pp.57-60（2016.2）

⑧　金成憲吾，鈴木裕司，荒川雅俊，猪狩聖人，伊藤　淳，鈴木晴彦，反磁性グラファイト板に作用する反磁
性磁気反発力のディジタル微小トルク計を用いた準静的計測，平成 28 年東北地区若手研究者研究発表会講
演資料，YS-14-B12（2016）pp.55-56（2016.3）

⑨　松田裕樹，境　拓也，伊藤　淳，鈴木晴彦，配列バルク超電導体試料を用いた側壁型非接触支持機構の磁
気支持特性，平成 28 年東北地区若手研究者研究発表会講演資料，YS-14-B13　（2016）pp.57-58（2016.3）

⑩　荒川雅俊，猪狩聖人，金成憲吾，鈴木裕司，伊藤　淳，鈴木晴彦，ディジタル微小トルク計を用いた PG
板試料に作用する反磁性磁気反発力の準静的計測，日本機械学会，第 28 回「電磁力関連のダイナミックス」
シンポジウム，19A1-4，（2016） pp.222-223（2016.5）

⑪　境　拓哉，松田裕樹，伊藤　淳，鈴木晴彦，側壁型非接触支持機構に用いるリニア Halbach 配列永久磁
石と配列バルク超電導体試料の磁気支持力特性，日本機械学会，第 28 回「電磁力関連のダイナミックス」
シンポジウム，20A1-1，（2016） pp.334-337（2016.5）

⑫　鈴木晴彦，佐藤瑞起，貝沼秀一郎，徳永昇吾，金丸允駿，伊藤　淳，層状のシリンダ形状永久磁石型リニ
ア Halbach 配列の磁場特性，日本機械学会，第 28 回「電磁力関連のダイナミックス」シンポジウム（SEAD28），
20A2-3，（2016） pp.358-359（2016.5）

⑬　貝沼秀一郎，佐藤瑞起，徳永昇吾，金丸允駿，伊藤　淳，鈴木晴彦，シリンダ形状永久磁石型リニア
Halbach 配列の磁場スライドのための回転機構の試作機設計，日本機械学会，第 28 回「電磁力関連のダイ
ナミックス」シンポジウム，20A2-4，（2016） pp.360-363（2016.5）

⑭　鈴木晴彦 , 筥崎達教，野口孝浩，伊藤　淳，非接触磁気軸受機構を有するマイクロ風力発電に利用する
PG 板試料の適用，電気学会，リニアドライブ研究会（信州大），MAG-16-052/LD-16-044（2015）pp.73-76（2016.6）

⑮  Haruhiko SUZUKI，Masatoshi KANAMARU，Mizuki SATO，Shogo TOKUNAGA，Shuichiro KA-
INUMA，Atsushi ITO，Round Layout Halbach Array using Cylinder Shaped Permanent Magnets，The 
15th International Symposium on Magnetic Bearings （ISMB15）: August 3-6，2016，Kitakyushu，Japan，
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S3C2 （2016） pp.791-796（2016.8）
⑯  徳永昇吾，金丸允駿，貝沼秀一郎，佐藤瑞起，伊藤　淳，鈴木晴彦，回転可能なシリンダ形状永久磁石を

用いたリニア Halbach 配列の磁気特性，平成 28 年電気学会産業応用部門大会（群馬大・荒牧キャンパス），
ヤングエンジニア ･ ポスター ･ コンペティション，Y-127 （2016） （2016.8）

⑰  猪狩聖人，荒川雅俊，鈴木裕司，金成憲吾，伊藤　淳，鈴木晴彦，数種の計測法による PG 板の端部形状
差を利用した高効率非接触駆動のための反磁性磁気反発力データの比較検討，平成 28 年電気学会産業応用
部門大会（群馬大・荒牧キャンパス），ヤングエンジニア ･ ポスター ･ コンペティション，Y-130 （2016） （2016.8）

⑱  大路貴久（富山大），柿木稔男（崇城大），森下明平（工学院大），水野　毅（埼玉大），岡　宏一（高知工科大），
鈴木晴彦（福島高専），田中慶一（ニコン），磁気浮上と磁気軸受の原理と応用　– 磁気回路専用型（平面運動）
磁気支持の動向 -，平成 28 年電気学会産業応用部門全国大会，シンポジウム S14「磁気浮上と磁気軸受の原
理と応用」，3-S14-2（2016）pp.III61-66（2016.9）

⑲  Haruhiko SUZUKI，Masatoshi KANAMARU，Shogo TOKUNAGA，Shuichiro KAINUMA，Mizuki 
SATO，Atsushi ITO，Observation of magnetic field distribution related to multidimensional motion uti-
lizing a novel layered cylinder-shaped permanent magnet type linear Halbach array，The 23rd Confer-
ence on Magnetically Levitated Systems and Linear Drives （Maglev2016）: Berlin-Germany，23rd-26th 
Sep.，A.10 （2016）pp.316-322（2016.9）

⑳  Masatoshi KANAMARU，Shogo TOKUNAGA，Shuichiro KAINUMA，Mizuki SATO，Atsushi ITO，
Haruhiko SUZUKI，Slide Performance of Magnetic Flux Distribution on Cylinder PM Type Linear Hal-
bach Array，The 23rd Conference on Magnetically Levitated Systems and Linear Drives （Maglev2016）: 
Berlin-Germany，23rd-26th Sep.，P-A23（2016）pp.314-315（2016.9）

㉑　大槻正伸，遠藤佑哉，蛭田一希，小泉康一，車田研一 , ランダムに配置された粒子群画像の周期的提示に
よる運動認知，2016 年度日本認知科学会第 33 回大会発表論文，pp694 － 699（2016.9）

㉒　T. Yamamoto，Xu Yanbin，S. Hashimoto，N. Higuchi，K. Nara，H. Yasue，Operational Simulation 
of PV Generation System with Hybrid Batteries，Innovative Smart Grid Technologies-Asia（ISGT Asia） 
2015，IEEE，pp.1-5（2015.11）

㉓　山本敏和，徐　艶濱，橋本慎也，樋口　登，奈良宏一，安江弘貴，ハイブリッド蓄電池利用太陽光発電シ
ステムの自立運転試験，平成 28 年度電気学会全国大会，電気学会，講演論文集 [Vol. 7，p.78] （2016.3）

㉔　Shinya Hashimoto，Toshikazu Yamamoto，Yanbin Xu，Noboru Higuchi，Koichi Nara，Hirotaka Ya-
sue，Islanding Operation of PV Generation System with Hybrid Batteries，The International Conference 
on Electrical Engineering 2016， IEEJ，論文番号 90372，pp.1-6（2016.7）

㉕　Takashi Wakamatsu,“Characterization of Lysozyme Pre-Crystalline Aggregates using Forward-Light-
Scattering Method,” 25th Annual Meeting of MRS-Japan 2015，日本 MRS，F2-P9-001 （2015.12）

㉖　若松　孝，田中大輔，千葉　薫，城所俊一，「蛋白質の凝集・結晶化における塩の効果」，第 28 回助成研
究発表会要旨集，ソルト・サイエンス研究財団，No.5（2016.7）

㉗ Takashi Wakamatsu,“Photoluminescence Characteristics of Rubrene Thin Films on Silver,” KJF　Inter-
national Conference on Organic Materials for Electronics and Photonics 2016，PR-210，p.161 （2016.9）

㉘　Anno Ide，Takashi Wakamatsu，Ikuo Ihara，and Moriyasu Kanari，“Mechanical Properties of Copper 
Phthalocyanine Thin Films Densified by Cold and Warm Isostatic Press Processes,” KJF　International 
Conference on Organic Materials for Electronics and Photonics 2016，PR-223，p.168　（2016.9）

㉙　若松　孝，「前方散乱光瞬時計測によるリゾチーム凝集・結晶化の評価」，第 77 回応用物理学会学術講演
会予稿集，14p-P18-10（2016.9）

㉚　山田貴浩，五十嵐礼，髙橋一義，小型 UAV による観測を目的とした「鳴き砂」の画像情報の分析，日本
リモートセンシング学会第 59 回学術講演会，日本リモートセンシング学会，pp.213 ～ 214（2015.11）
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㉛　五十嵐礼，山田貴浩，デジタルカメラ画像を用いたいわき市海岸における鳴き砂の分析，平成 27 年度東
北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム（2015.12）

㉜　上遠野涼，山田貴浩，衛星画像を用いた陸域・水域混在領域の環境評価，平成 27 年度東北地区高等専門
学校専攻科産学連携シンポジウム（2015.12）

㉝　遠藤優貴，山田貴浩，音声情報に基づくいわき市海岸の鳴き砂の分析，平成 27 年度東北地区高等専門学
校専攻科産学連携シンポジウム（2015.12）

㉞　五十嵐礼，山田貴浩，画像情報に基づく鳴き砂の判別法の構築，平成 28 年東北地区若手研究者研究発表会，
pp.301 ～ 302（2016.3）（※優秀発表賞受賞）

㉟　上遠野涼，山田貴浩，陸域と水域の混在した領域における衛星画像を用いた環境評価，平成 28 年東北地
区若手研究者研究発表会，pp.303 ～ 304（2016.3）（※優秀発表賞受賞）

㊱ Takahiro Yamada・Shin-ichi Hamazaki・Mamoru Ando・Ai Yachidate，Introduction of electronic hand-
iwork training to the subject “Introduction of electrical / electronic engineering” for the other department 
students，The 10th International Symposium on Advances in Technology Education，pp.152-155（2016.9）

㊲　植　英規，電気系分野の学生に対するロバスト設計教育のための教材開発と教育の実践，電気学会，教育
フロンティア研究会 ,FIE-16-011，pp.51-56（2016.2）

㊳　植　英規，学生に対する品質工学導入教育の研究 - 福島高専の場合 -，第 24 回品質工学研究発表大会，品
質工学会 pp.110-113（2016.6）

㊴　中丸智貴，植　英規，MT 法を用いた太陽光パネル面の画像診断，電気関係学会東北支部連合大会講演論
文集（CD-ROM） 2016 ROMBUN No.2 G12（2016.8）

㊵　植英規，ばらつきを利用した安定化設計のための実践的教育法，電気学会基礎・材料・共通部門大会講演
論文集（CD-ROM） ，電気学会，2016 ROMBUN No.5-F-a1-3（2016.9）

㊶　岡部佑弥・安瀬登軌・濱崎真一（福島工業高等専門学校），「フィルム型圧電体を用いた集音発電システム
教材の試作」，平成 28 年電気学会全国大会，A103-A3，1-012（2016.3）

㊷　小野郁朗，青木亮太，濱崎真一，豊島　晋，磯上慎二（福島工業高等専門学校），谷山智康（東京工業大学），
「分極反転時の疲労軽減を目指した強誘電体（Bi-Ti-O，KNO3）薄膜の作製」，平成 28 年電気学会全国大会，
A203-A4，2-068（2016.3）

㊸　岡部佑弥，濱崎真一，豊島　晋 ,「微小電圧源によるコンデンサを用いた充電補助回路の試作」，平成 28
年電気学会 基礎・材料・共通部門大会（九工大），5-9-66（2016.9）

㊹　豊島　晋，電池について理解を深める学生実験テーマの検討，電気学会材料共通部門大会，電気学会
（2016.9）

㊺　徐　艶濱，「スマートグリッド実規模実験装置」を用いた蓄電池の制御についての研究，平成 28 年電気学
会電力・エネルギー部門大会論文集（2016.3）

5）その他
①　若松　孝，丸山智章，大西裕季，「タンパク質結晶化分析装置及びタンパク質結晶化分析方法」，特許第

5821127 号，国立高等専門学校機構 （2015.10）
②　若松　孝，「結晶化分析装置及び結晶化分析方法」，特願 2015-198366，国立高等専門学校機構 （2015.10）
③　若松　孝，豊島　晋，「結晶化促進方法、結晶化解析方法、結晶の製造方法、結晶化装置の制御プログラム、

記録媒体、及び結晶化装置」，特許第 5858274 号，国立高等専門学校機構（2015.12）
④　若松　孝，「タンパク質の凝集・結晶化の促進技術と分析技術」，イノベーション・ジャパン 2016　（大学

見本市＆ビジネスマッチング）出展，L-75 ＆ JP-57A1，科学技術振興機構（JST） （2016.8）
⑤　植　英規 , タグチメソッドフェスタ 初心者向けワークショップ，東北品質工学研究会（2015.10）
⑥　豊島　晋，微小電場印加によるタンパク質結晶化の検討，旭硝子財団助成研究報告会，旭硝子財団（2016.7）
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⑦　徐　艶濱，「“A Real Scale Smart Grid Experimental System “in National Institute of Technology，
Fukushima College」. 3rd Regional Conference on Campus Sustainability 2016（2016.4）

物質工学科
1）著書

①　小林高臣（長岡技科大），中西恒雄（株 T&E），内田修司（福島高専），大城　優（株　カサイ）　焼却飛
灰の除染・減容技術 , 株式会社 NTS，ISBN:978-4-86043-415-1（2015.10）

②　車田研一（単著），『化学ギライにささげる 化学のミニマムエッセンス "Laid-back" Learning of Funda-
mental Chemistry － Minimum Items Based on High School Chemistry －』ISBN:978-4-7853-3510-6，A5 判
／ 212 頁，裳華房（2016．9）

③　尾形　慎，朴　龍洙，バイオチップの基礎と応用－原理から最新の研究・開発動向まで－，シーエムシー
出版，ISBN:978-4-7813-1079-4（2015.10）

④　山内紀子，シランカップリングによるマグネタイトナノ粒子の表面修飾，シランカップリング剤の使いこ
なしノウハウ集，技術情報協会，第 6 章 第 8 節（2016.1）

2）論文
①　Takaomi Kobayashi* †，Masaru Ohshiro †‡，Kohtaroh Nakamoto †，and Syuji Uchida§
† Nagaoka University of Technology，‡ Kasai Corporation，§NIT，Fukushima College，Decontamina-

tion of Extra-Diluted Radioactive Cesium in Fukushima Water Using Zeolite–Polymer Composite Fibers 
Ind. Eng. Chem. Res.，2016，55 （25），pp.6996–7002

　DOI: 10.1021/acs.iecr.6b00903
　Publication Date （Web）: June 3，2016 
②　H. Umezawa，J. M. Nunzi，O.Lebel，R. G. Sabat，Electric-Field-Induced Nanoscale Surface Patterning 

in Mexylaminotriazine-Functionalized Molecular Glass Derivatives，Langmuir，32，5646（2016.5）
③　H. Umezawa，M. Jackson，O.Lebel，J. M. Nunzi，R. G. Sabat，Second-Order Nonlinear Optical Prop-

erties of Mexylaminotriazine Functionalized Glass-Forming Azobenzene Derivatives，Optical materials，
60，258（2016.7）

④　羽切正英，本田一史，内田修司，銅水砕スラグの硫酸および塩酸への溶出特性，銅と銅合金，55，pp.256-
261（2016.8）

⑤　Ogata，M.，Umemura，S.，Sugiyama，N.，Kuwano，N.，Koizumi，A.， Sawada，T.，Yanase，M.，
Takaha，T.， Kadokawa，J.，Usui，T. Synthesis of multivalent sialyllactosamine-carrying glyco-nanopar-
ticles with high affinity to the human influenza virus hemagglutinin. Carbohydrate Polymers，153，pp.96-
104 （2016.9）

⑥　Ogata，M.，Chuma，Y.，Yasumoto，Y.，Onoda，T.，Umemura，M.，Usui，T.，Park，E.Y. Synthe-
sis of tetravalent LacNAc-glycoclusters as high-affinity cross-linker against Erythrina cristagalli aggluti-
nin. Bioorganic & Medicinal Chemistry，24，pp.1-11 （2016.1）

⑦ Noriko Yamauchi，Kenichi Kurumada，Surface hydrophobization of magnetite nanoparticles with poly-
hexylsilsesquioxane in diethylamine as reaction solvent，Colloids and Surfaces A: Physicochemical and 
Engineering Aspects，508，pp.178-183（2016. 8）

3）雑誌・記事・総説・解説
①　車田研一，『" 中間的 " な撥水強度領域での撥水性の相対評価』，Colloid and Interface Communication，
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No.3，vol. 41，2016，公益社団法人日本化学会　コロイドおよび界面化学部会（Division of Colloid and 
Surface Chemistry,CSJ）．

②　山内紀子，Fe3O4 ナノ粒子の有機シリカコーティングおよび酸溶出による中空有機シリカナノ粒子の作
製，セラミックス，51，No.5，（2016. 5）

③　山内紀子，両親媒性溶媒を用いた親水表面ナノ粒子への有機シリカシェル形成，化学工学会東北支部 
News Letter， No. 92（2016. 1）

4）口頭発表
①　内田修司（福島高専），大城　優（（株）カサイ），小林高臣（長岡技科大）
　　放射性物質含有下水道焼却灰の減容化技術
　　第５回　環境放射能除染研究発表会　環境放射能除染学会　（2016.7）
②　S.Uchida †， M. Oshiro †† and T. Kobayashi †††
　　NIT Fukushima College †，Kasai Cop. ††，Nagaoka University of Technology †††
　　Development of separation and recovery technology of radioactive cesium of sewage sludge in the 

incineration ash 
　　平成 28 年度化学系学協会東北大会　（社）日本化学会東北支部　（2016.9）
③　天野仁司，小口高昭，学生実験の事例紹介－ 身近なものを使うヨウ素滴定学生実験の事例紹介－，平成

28 年度化学系学協会東北大会公演要旨集 化学教育研究協議会東北大会，日本化学会東北支部，pp.183-184
（2015.9）

④　車田研一（依頼講演），『"Terminal" application of comprehensive chemical knowledge for venous indus-
tries –a challenge for industry-academic collaborative R&D in venous technologies-』，11F2，平成 28 年度
化学系学協会東北大会（2016.9）

⑤　車田研一，遠藤恭平，山口弘之，本郷和広，『埋立層浸出水中の Ca イオンの土層中固定化促進法』，
P104，公益社団法人化学工学会第 48 回秋季大会（徳島大学）（2016.9）　　

⑥　佐藤　潤，車田研一，『高速度観察によるアルギン酸カルシウムゲルのゲル化分相時間の測定法』，P301，
公益社団法人化学工学会第 48 回秋季大会（徳島大学）（2016.9）

⑦　車田研一，梅本　翔，山川貴礼，『オングストロームサイズの空隙を有するポリシロキサン固体微細構造
を保持するための縮重合条件』，P309，公益社団法人化学工学会第 48 回秋季大会（徳島大学）（2016.9）

⑧　車田研一，梅本　翔，大槻正伸，『顕著に運動する粒状体群の特徴づけへの「仮現運動（apparent mo-
tion）」の試行的応用』，P317，公益社団法人化学工学会第 48 回秋季大会（徳島大学）（2016.9）

⑨　車田研一，『中程度撥水表面における撥水挙動相対比較法』，J119，公益社団法人化学工学会第 81 回年次
大会（関西大学）（2016.3）

⑩　遠藤佑哉，車田研一，『オルガノシラン由来の有機シリカの縮重合条件と発現される撥水性の相関』，
J120，公益社団法人化学工学会第 81 回年次大会（関西大学）（2016.3）

⑪　佐藤　潤，車田研一，『多価イオン架橋によるアルギン酸ゲルの分相の動的観察』，P207，公益社団法人
化学工学会第 81 回年次大会（関西大学）（2016.3）

⑫　車田研一，阿部真優加，佐々木夏子，遠藤恭平，本郷和広，山口弘之，『埋立処分場排水管の閉塞をもた
らすスケール形成要因』，P319，公益社団法人化学工学会第 81 回年次大会（関西大学）（2016.3）

⑬　車田研一，『”apparent motion＜仮現運動＞”の粉粒体の動的特徴解析への試行的応用』，2015年次〔第26回〕
新機能化工学研究会（東京理科大学工学部）（2016.1）

⑭　佐藤　潤，車田研一，『多価イオン架橋によるアルギン酸のゲル化過程の精細時系列観察』，O-4，化学工
学会東北支部福島懇話会第 6 回福島地区 CE セミナー（日本大学工学部）（2015.12）

⑮　車田研一，『粉粒体などの不連続な構造体の流動の特色の把握　― 試論：仮現運動のみかけ速度の利用 
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―』，O-5，化学工学会東北支部福島懇話会第 6 回福島地区 CE セミナー（日本大学工学部）（2015.12）
⑯　車田研一，『衝突滴の撥水現象とモルフォロジー詳細時系列解析　―撥水強度の相対比較の視点から―』，

P-23，化学工学会東北支部福島懇話会第 6 回福島地区 CE セミナー（日本大学工学部）（2015.12）
⑰　斉藤甲希，車田研一，『粉体の流動性及び圧縮性指数と安息角の関連性』，OP-03，第 1 回北関東磐越地区

化学技術フォーラム（2015.12）
⑱　佐藤　潤，車田研一，『アルギン酸カルシウムゲルの形成過程の観察』，PP-11，第 1 回北関東磐越地区化

学技術フォーラム（2015.12）
⑲　車田研一，『高速で運動する粉粒体材料の視覚印象上の差異性はどこに見いだしうるか？』，PP-27，第 1

回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2015.12）
⑳　佐々木夏子，阿部真優加，遠藤恭平，車田研一，山口弘之，本郷和広，『埋立処分場排水管スケール生成

への微生物の関与』，PP-30，第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2015.12）
㉑　遠藤佑哉（受賞），車田研一，『有機シリカに顕著な撥水性をもたらす固化条件の探索』，A104，公益社団

法人化学工学会群馬大会 2016（北海道／東北／関東甲信越三支部合同大会）（2015.11）
㉒　山川貴礼，梅本　翔，車田研一，『アルキル化有機シリカからの無極性官能基熱分解除去によるマイクロ

孔の形成条件』，A112，公益社団法人化学工学会群馬大会 2016（北海道／東北／関東甲信越三支部合同大会）
（2015.11）

㉓　梅本　翔，山川貴礼，車田研一，『孔源フェニル基の分子容に対応するマイクロ孔をシロキサン結合マト
リクス中に形成するための熱処理条件』，A120，公益社団法人化学工学会群馬大会 2016（北海道／東北／関
東甲信越三支部合同大会）（2015.11）

㉔　車田研一，遠藤恭平，斉藤甲希，『粉粒体の特徴的テクスチャが顕在化する振動型運動条件の探索』，
C201，公益社団法人化学工学会群馬大会 2016（北海道／東北／関東甲信越三支部合同大会）（2015.11）

㉕　車田研一，遠藤佑哉，『表面の撥水性／疎水性の程度を反映する衝突水滴の過渡的モルフォロジー上の差
異』，C202，公益社団法人化学工学会群馬大会 2016（北海道／東北／関東甲信越三支部合同大会）（2015.11）

㉖　佐藤　潤，車田研一，『アルギン酸カルシウムゲルの形成過程の観察』，C205，公益社団法人化学工学会
群馬大会 2016（北海道／東北／関東甲信越三支部合同大会）（2015.11）

㉗　鈴木達也，押手茂克，超微量分析のための ICP と均一液液抽出（HoLLE）を用いた分析法の検討，第 1
回北関東磐越地区科学技術フォーラム，小山工業高等専門学校・福島工業高等専門学校・化学工学会福島化
学工学懇話会，第 1 回北関東磐越地区科学技術フォーラム要旨集（PP-24），p.28（2015.12）

㉘　木田貴文，計良菖将，蛭田一希，押手茂克，超微量有害金属イオンの分析法の検討，第 1 回北関東磐越地
区科学技術フォーラム，小山工業高等専門学校・福島工業高等専門学校・化学工学会福島化学工学懇話会，
第 1 回北関東磐越地区科学技術フォーラム要旨集（PP-25），p.29（2015.12）

㉙　押手茂克，学生を対象とする人材教育プログラム～（株）パーキンエルマー・福島大学との連携における
福島高専の役割～，平成 27 年度文部科学省　国家課題対応型研究開発推進事業『英知を結集した原子力科
学技術・人材育成推進事業（原子力基礎基盤戦略研究プログラム）』「マルチフェーズ型研究教育による分析
技術者人材育成と廃炉措置を支援加速する難分析核種の即応的計測法の実用化に関する研究開発」～学生を
対象とする人材教育プログラム（版）～，（株）パーキンエルマー・福島大学・福島高専連携事業，依頼講
演（2016.1），成果報告書（2016.3）

㉚　小野寺大輝，山口仁志，伊藤弘康，押手茂克，熊沢紀之，五十嵐淑郎，プルシアンブルー合成と均一液液
抽出（HoLLE）に基づく放射性セシウム除去技術の創出，第 5 回放射能研究発表会，一般社団法人環境放
射能除染学会，第 5 回放射能研究発表会要旨集（P2-08），P.82（2016.7）

㉛　石井太陽，ヘン・ユーゲック，押手茂克，繊維状吸着剤を用いた環境中の有害物質回収法の開発，平成
28 年度廃炉分析技術若手セミナー，福島大学・環境放射能研究所，平成 28 年度文部科学省　国家課題対応
型研究開発推進事業『英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原子力基礎基盤戦略研究プログ
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ラム）』研究成果発表（2016.9）
㉜　ヘン・ユーゲック，石井太陽，押手茂克，新しい繊維状セシウム吸着材試料への応用，平成 28 年度廃炉

分析技術若手セミナー，福島大学・環境放射能研究所，平成 28 年度文部科学省　国家課題対応型研究開発
推進事業『英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原子力基礎基盤戦略研究プログラム）』研
究成果発表（2016.9）

㉝　海藤育未，押手茂克，均一液液抽出法（HoLLE）に基づく超微量有害金属の迅速・簡便な高感度定量法，
平成 28 年度廃炉分析技術若手セミナー，福島大学・環境放射能研究所，平成 28 年度文部科学省　国家課題
対応型研究開発推進事業『英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原子力基礎基盤戦略研究プ
ログラム）』研究成果発表（2016.9）

㉞　諏江なつき，押手茂克，福島高専生を対象とする人材教育プログラムの実施状況，平成 28 年度廃炉分析
技術若手セミナー，福島大学・環境放射能研究所，平成 28 年度文部科学省　国家課題対応型研究開発推進
事業『英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原子力基礎基盤戦略研究プログラム）』研究成
果発表（2016.9）

㉟　押手茂克，均一液液抽出法による放射性核種の抽出分離，平成 28 年度廃炉分析技術若手セミナー，福島
大学・環境放射能研究所，依頼講演（2016.9）

㊱　Heng Youguek，Taiyo Ishii，Ikumi Kaito，Natsuki Sue，Kazuki Hiruta，Shigekatu Oshite，
Application to Liquid samples using the New fibrous adsorbent for Cesium，平成 28 年度化学系学協会東
北大会，日本化学会東北支部，平成 28 年度化学系学協会東北大会講演予稿集（2P013）， p.130（2016.9）

㊲　押手茂克，内田修司，羽切正英，環境中の放射線と放射能を学ばせる福島高専での取り組み，平成 28 年
度化学系学協会東北大会，日本化学会東北支部，平成 28 年度化学系学協会東北大会講演予稿集（化学教育
2P0118）， p.187（2016.9）

㊳　村上絵理奈，今西大生，松田寛子，白井隆明，阿部勝正，高橋祥司，解良芳夫，柴田公彦，無脊椎動物組
織中 NMDA およびその生合成活性の LC-MS/MS を用いた測定，平成 28 年度日本水産学会秋季大会（2016.9） 

㊴　今西大生，久野　峻，山川貴礼，村上絵理奈，阿部勝正，高橋祥司，解良芳夫，柴田公彦，LC-MS/MS
を用いた無脊椎動物由来 D- アスパラギン酸 N- メチルトランスフェラーゼ活性の測定，第 84 回日本生化学
会大会（2016.9）

㊵　 M. Jackson，H. Umezawa，R.G.Sabat，Second Harmonic Generation of Light in Crystals，51st Annual 
Canadian Undergraduate Conference（2015.10）

㊶　梅澤洋史，J. M. Nunzi，O.Lebel，R. G. Sabat，Second-order nonlinear optical properties of mexylami-
notriazine-functionalized azobenzene derivatives，平成 28 年度　化学系学協会東北大会，2P102（2016.9）

㊷　羽切正英，國谷亮介，内田修司：銅水砕スラグの酸溶出特性と資源回収：日本銅学会第 55 回講演大会講
演概要集，pp.129-130 （2015.11）

㊸　羽切正英，山内紀子：フェイクスイーツを題材にした高分子化学教材：日本理科教育学会第 54 回関東支
部大会講演要旨集，p.116 （2015.12）

㊹　Shofiyah Sakinah，佐々木美佳，羽切正英：α - リン酸三カルシウム－ポリカルボン酸系硬化体の銀（I）
イオン交換：第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.30 （2015.12）

㊺　佐川千尋，薄葉なつみ，加島敬太，羽切正英：アルギン酸カルシウムヒドロゲルへの低分子量ポリエチレ
ングリコールの導入：第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.30 （2015.12）

㊻　佐々木美佳，Shofiyah Sakinah，内田権一，羽切正英：オルトリン酸銀光触媒被膜の低温形成と機構の検討：
第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.31 （2015.12）

㊼　薄葉なつみ，佐川千尋，加島敬太，羽切正英：活性炭含有アルギン酸カルシウムヒドロゲルの調製とアニ
オン性色素の吸着速度：第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.33 （2015.12）．

㊽　Shofiyah Sakinah，佐々木美佳，羽切正英：α - リン酸三カルシウム－ポリカルボン酸系硬化体の銀イオ
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ン交換による光触媒作用の発現：第 21 回高専シンポジウム in 香川，Pa-023 （2016.1）
㊾　佐々木美佳，Shofiyah Sakinah，内田権一，羽切正英：カルボン酸銀塩の低温分解性を利用した可視光応

答光触媒被膜の形成：第 21 回高専シンポジウム in 香川，Pa-024 （2016.1）
㊿　薄葉なつみ，佐川千尋，加島敬太，羽切正英：活性炭含有アルギン酸カルシウムヒドロゲルのアニオン性

色素吸着能：第 21 回高専シンポジウム in 香川，Pa-047 （2016.1）
�　佐川千尋，薄葉なつみ，佐藤　潤，加島敬太，羽切正英：低分子量ポリエチレングリコールの導入がアル

ギン酸カルシウムヒドロゲルの銅（Ⅱ）イオン交換速度に及ぼす影響：第 21 回高専シンポジウム in 香川，
Pa-048 （2016.1）

�　本田一史，内田修司，羽切正英：銅水砕スラグ酸抽出物のヒドロゲル形成挙動：第 21 回高専シンポジウ
ム in 香川，Pa-077 （2016.1）

�　羽切正英，佐藤　潤，林　真，山内紀子：高分子化学を主題にした中学生向け実験型公開講座の展開：第
21 回高専シンポジウム in 香川，Pb-087 （2016.1）

�　大澤健人，羽切正英，加島敬太，今井正直：プルシアンブルーを安定に包埋したアルギン酸カルシウム膜
の調製と透過性能の評価：第 18 回化学工学会学生発表会浜松大会，A106 （2016.3）

�　加島敬太，大澤健人，羽切正英，今井正直：活性炭を包埋したアルギン酸ゲル膜によるメチレンブルー吸
着能の評価：化学工学会 第 81 年会，G216 （2016.3）

�　羽切正英，本田一史，内田修司：銅水砕スラグ塩酸抽出物からの多孔質シリカの合成とキャラクタリゼー
ション：日本化学会第 96 春季年会，1PC-069 （2016.3）

�　加島敬太，大澤健人，羽切正英，今井正直：活性炭を包埋したアルギン酸膜を用いた膜透過型吸着装置に
よる Methylene Blue の除去：分離技術会年会 2016，S7-3 （2016.5）

�　加島敬太，大澤健人，羽切正英，今井正直： Dye adsorption process using calcium alginate membrane 
embedded with activated carbon particles：平成 28 年度化学系学協会東北大会講演予稿集，p.150 （2016.9）

�　藤崎智行，加島敬太，羽切正英，今井正直：Preparation of stable biopolymer membrane embedded 
with Prussian Blue for cesium ion removal：平成 28 年度化学系学協会東北大会講演予稿集，p.151  （2016.9）

�　鹿島諒人，吉田佐和子，尾形　慎，加藤竜也，朴　龍洙，インフルエンザウイルス A（H5N1）由来のヘ
マグルチニンと受容体との結合特異性の解析，日本生物工学会（2016.9）

�　加藤紗優里，後藤咲季，河野はるか，尾形　慎，鈴木智大，イトマキヒトデ由来α -L- フコシダーゼの精
製とその性質，日本生化学会（2016.9）

�　坂本舞央，谷地赳拓，山内紀子，車田研一，尾形　慎，糖被覆型有機シリカ微粒子の合成とレクチンとの
相互作用解析，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　小野田崇司，鈴木哲朗，朴　龍洙，碓氷泰市，尾形　慎，シアロ糖鎖クラスターとポリオーマウイルス様
粒子との架橋形成メカニズムに関する研究，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　河野はるか，後藤咲季，柴田公彦，加藤紗優里，小野晶子，鈴木智大，尾形　慎，イトマキヒトデ由来α
-L- フコシダーゼの精製・諸性質解明・クローニング，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　尾形　慎，小泉亜未，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴　龍洙，山中隆史，左　一八，Neu5Gc 含有糖
鎖ポリペプチドの合成とウマインフルエンザウイルスとの結合能評価，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　長田光正，東海林真也，末永　信，嶋田五百里，福長　博，高橋伸英，尾形　慎，戸谷一英，高温高圧水
中での N- アセチルグルコサミンからの含窒素化合物の無触媒合成，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　戸谷一英，二階堂望，佐野孝晃，小野寺一樹，尾形　慎，中島将博，中井博之，Trichoderma reesei 由
来β - グルコシダーゼ II （Cel1A）の糖転移生成物の解析，日本応用糖質科学会（2016.9）

�　Mao Sakamoto，Takehiro Yachi，Noriko Yamauchi，Kenichi Kurumada，Makoto Ogata，Facile 
synthesis of particulates covered by the hydrophobized glycopolypeptide. 化学系学協会東北大会（2016.9）

�　Haruka Kono，Saki Goto，Kimihiko Shibata，Sayuri Kato，Tomohiro Suzuki，Makoto Ogata，
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Purification and characterization of α -L-fucosidase from Asterina pectinifera. 化学系学協会東北大会
（2016.9）

�　Takashi Onoda，Tetsuro Suzuki，Enoch Y. Park，Taichi Usui，Makoto Ogata，Studies on formation 
mechanism of cross-linked aggregates of MCV-LP with multivalent sialo-glycoclusters. 化学系学協会東北
大会（2016.9）

�　Makoto Ogata，Studies on synthesis of multivalent glycoclusters as high-affinity cross-linker against 
lectin and virus. 化学系学協会東北大会（2016.9）

�　東海林真也，末永　信，尾形　慎，戸谷一英，嶋田五百里，福長　博，高橋伸英，長田光正，高温高圧水
中での N- アセチルグルコサミンからの含窒素化合物合成，日本キチン・キトサン学会（2016.8）

�　青木大地，田中利彦，細見　修，尾形　慎，メリビオサミンの酵素合成と効率的精製法の検討，日本キチ
ン・キトサン学会（2016.8）

�　坂本舞央，谷地赳拓，山内紀子，車田研一，尾形　慎，疎水化人工糖鎖ポリペプチドの合成と糖被覆型微
粒子の開発，日本キチン・キトサン学会（2016.8）

�　中里隆之佑，細見　修，尾形　慎，佐々木啓，飯泉恭一，久保原禅，ヒト乳がん細胞 MDA-MB-231 に対
する MelNH2 （Gal α 1-6GlcNH2）の作用，日本キチン・キトサン学会（2016.8）

�　小野田崇司，鈴木哲朗，朴　龍洙，碓氷泰市，尾形　慎，低分子型シアロ糖鎖クラスターとポリオーマウ
イルス様粒子との 架橋形成メカニズムに関する研究，日本応用糖質科学会東北支部会（2016.7）

�　坂本舞央，谷地赳拓，山内紀子，車田研一，尾形　慎，疎水化糖鎖ポリペプチドを用いた糖被覆型微粒子
の合成，日本応用糖質科学会東北支部会（2016.7）

�　河野はるか，後藤咲季，柴田公彦，加藤紗優里，小野晶子，鈴木智大，尾形　慎，イトマキヒトデ由来α
-L- フコシダーゼの精製とその諸性質解明，日本応用糖質科学会東北支部会（2016.7）

�　青木大地，田中利彦，細見　修，尾形　慎，非天然型二糖メリビオサミンの酵素合成と効率的精製法の検
討，日本応用糖質科学会東北支部会（2016.7）

�　佐野孝晃，二階堂望，尾形　慎，中島将博，中井博之，戸谷一英，Trichoderma reesei 由来β - グルコシ
ダーゼの糖転移生成物の解析，日本応用糖質科学会東北支部会（2016.7）

�　尾形　慎，小野田崇司，朴　龍洙，碓氷泰市，鈴木哲郎，低分子型シアロ糖鎖クラスターの合成とウイル
ス架橋形成能評価，日本農芸化学会（2016.3）

�　藤原欄紫，小泉亜未，尾形　慎，山中隆史，大坪忠宗，寺岡文照，左　一八，池田　潔，新規 CMP- シア
ル酸誘導体の合成とシアル酸転移効率の検討，日本薬学会（2016.3）

�　相田玲奈，小泉亜未，坂本舞央，戸谷一英，尾形　慎，Hypocrea jecorina 由来セルラーゼの縮合活性を
利用した配糖化法の条件検討，北関東磐越地区化学技術フォーラム（2015.12）

�　加藤優奈，尾形慎，α - アミラーゼ阻害剤のワンポット酵素合成，東北高専シンポジウム（2015.12）
�　小泉亜未，桑野夏希，渡邊浩史，柳瀬美千代，鷹羽武史，門川淳一，尾形　慎，糖鎖を活用したインフル

エンザウイルス吸着剤の機能設計，東北高専シンポジウム（2015.12）
�　小野田崇司，安本佳成，朴　龍洙，梅村舞子，尾形　慎，デイゴマメレクチンを架橋可能な低分子型糖鎖

クラスターの合成，東北高専シンポジウム（2015.12）
�　河野はるか，後藤咲季，柴田公彦，鈴木智大，尾形　慎，新規α -L- フコシダーゼの精製と諸性質の検討，

東北高専シンポジウム（2015.12）
�　尾形　慎，新しい機能性糖質づくりとその展開，静岡大学学術セミナー（2015.10）
�　山内紀子，齊藤玲子，石川裕太，車田研一，疎水性ポリシロキサンゲルの性状のペンダント基への依存性，

化学工学会第 48 回秋季大会（2016. 9）
�　山内紀子，谷地赳拓，佐藤瑞樹，坂本舞央，尾形　慎，車田研一，超音波印加によるラズベリー型ポリシ

ロキサン粒子 のワンポット形成，化学工学会第 48 回秋季大会（2016. 9）

－ 210 －

研究紀要　第57号（2016）　福島工業高等専門学校



�　Haruna Iino，Shunsuke Obinata，Noriko Yamauchi，Makoto Ogata，Kenichi Kurumada，One-pot 
synthesis of sugar-immobilized monodisperse polymethylmethacrylate （PMMA） particles by soap-free 
emulsion polymerization，化学系学協会東北大会（2016. 9）

�　山内紀子，新川真弘，菅原佳奈，車田研一，ルイス塩基性ジエチルアミンの両親媒性を利用した親油性有
機シリカエラストマーの形成，化学工学会第 81 年会 （2016. 3）

�　山内紀子，有機シリカのワンポット形成における両親媒性ジエチルアミンの有効性，2015 年次〔第 26 回〕
新機能化工学研究会 （2016. 1）

�　山内紀子，五十嵐達也，新川真弘，菅原佳奈，谷地赳拓，車田研一，ジエチルアミンの両親媒性を利用し
た有機シリカのワンポット生成，第 6 回福島地区 CE セミナー（2015.12）

�　谷地赳拓，山内紀子，車田研一，超音波印加下で形成される有機シリカ粒子のモルフォロジー，第 1 回北
関東磐越地区化学技術フォーラム（2015.12）

�　新川真弘，山内紀子，車田研一，両親媒性ジエチルアミン中での親油性有機シリカゲルの形成，第 1 回北
関東磐越地区化学技術フォーラム （2015.12）

�　菅原佳奈，山内紀子，車田研一，両親媒性ジエチルアミン中で形成される有機シリカゲルの特性―疎水基
の影響―，第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2015.12）

�　飯野春菜，山内紀子，車田研一，マグネタイト - ポリスチレン複合粒子作製時の含カルボキシ基重合開始
剤の有用性，第 1 回北関東磐越地区化学技術フォーラム （2015.12）

�　尾日向駿介，山内紀子，車田研一，ソープフリー乳化重合によるミクロンサイズの単分散ポリマー粒子の
作製，化学工学会群馬大会 （2015.11）  

�　五十嵐達也，山内紀子，車田研一，親水性無機ナノ粒子の表面疎水化における両親媒性分散媒の使用の効
果，化学工学会群馬大会 （2015.11）

101　山内紀子，車田研一，アミン中でのナノ粒子表面への有機シリカシェル形成とその中空化，化学工学会群
馬大会 （2015.11）

5）その他
①　内田修司（福島高専），平成 27 年度環境省除染減容化実証事業　水熱抽出方法による焼却灰に含まれる放

射性セシウムの除去と放射性物質の減容化、及び安定化実証　（2015．9 ～ 12）
②　天野仁司，ロボットづくりの話あれこれ「電気計算」, 電気書院（2015.10 ～ 2016.9）
③　車田研一（単名代表），『埋立処分場排水管のスケール閉塞抑制方法の開発』，科学研究費補助金（基盤研

究（C）　15K06562，分野　反応工学・プロセスシステム）
④　車田研一 , 公益財団法人　岩谷直治記念財団 : 第 43 回（平成 28 年度）「岩谷科学技術助成」 
　　2016 年 7 月申請，研究期間 : 2017 年 2 月 - 2018 年 3 月 原子力発電所廃炉サイトでのバイオ・コンソリデー

ションによる地表砂地盤中での粒子結着による汚染種の拡散の抑止 
　　（テーマの専門領域　：化学工学，機械系単位操作，界面制御工学，環境保全化学工学，応用移動現象論）
⑤　平成 27 年度 文部科学省 国家課題対応型研究開発推進事業 英知を結集した原子力科学技術・人材育成推

進事業「マルチフェーズ型研究教育による分析技術者人材育成と廃炉措置を支援加速する難分析核種の即応
的計測法の実用化に関する研究開発」：研究分担（福島高専代表）押手茂克，内田修司，羽切正英（研究代表：
福島大学共生システム理工学類・高貝慶隆），成果報告書（2016.3）

⑥　押手茂克，平成 28 年度化学系学協会東北大会実行委員会・庶務幹事（長）・プログラム編成委員・F 会場
と C 会場と H 会場と P 会場責任者，平成 28 年度化学系学協会東北大会，日本化学会東北支部（2016.9）

⑦　山内紀子，公益財団法人　大倉和親記念財団 : 2015 年度（第 46 回）研究助成金，低誘電率シリカナノ粉
体の実用的ワンポット合成および高分子薄膜中での粒子分散性評価，（2015 年 12 月 ～ 2017 年 3 月）
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建設環境工学科
2）論文

①　金澤伸一，橘　伸也，飯塚　敦 : 盛土構造物の排水能力に対する解析的検討，土木学会論文集 A2，土木学会，
Vol.71，No，2，pp.429-436（2016.1）

②　菊地卓郎，齊藤充弘，佐藤勇人，いわき市における逃げ地図に関する検討，福島工業高等専門学校研究紀
要，第 56 号，pp.49-54，独立行政法人国立高等専門学校機構福島工業高等専門学校（2016.3）

③　高橋　順，宮本文穂，江本久雄，塩害および中性化による劣化を受けた橋梁の余寿命推定と信頼性評価，
材料，Vol.65，No.3，pp.259-266，日本材料学会（2016.3）

④　Ratna WIDYAWATI，Ayaho MIYAMOTO，Hisao EMOTO，Jun TAKAHASHI，Service Life Pre-
diction of an Aged Bridge Based on Carbonation Tests of Cross-Section Cutting-Off Girders，Journal of 
society of material science，Japan，Vol.64，No.10，pp.835-842，日本材料学会（2015.10）

3）雑誌・記事・総説・解説
①　緑川猛彦，菊地卓郎，高荒智子，金　高義，加村晃良，林　久資，齊藤充弘，霜田宣久：福島高専建設環

境工学科学科の現状と実践的教育の取組み，土木技術，Vol.71，No.4，pp.49-54（2016.4）
②　齊藤充弘，避難者受入自治体の復興状況について～いわき市～，日本建築学会東日本大震災における実効

的復興支援の構築に関する特別調査委員会最終報告書，pp. ⅱ -44 － 47，日本建築学会（2016.8）
③　宮本文穂，江本久雄，矢部明人，路線バスを利用した中小橋梁モニタリングシステムの実証実験，山口大

学工学部研究報告，Vol.66，No.2，pp.1-20（2016.3）
④　江本久雄，宮本文穂，高橋順，ひび割れおよび剥離検出のための VR 技術を用いた橋梁目視点検支援シス

テムの開発，山口大学工学部研究報告，Vol.66，No.2，pp.21-34，（2016.3）
⑤　Aleixo Sarmento,Ayaho Miyamoto，Hisao Emoto，The application of an evaluation of road surface in 

East Timor by using Ippo-campo Syste，Universidade Nacional Timor Lorosa'e（UNTL），VERITAS，
Vol.4，No.1，pp.28-31

4）口頭発表
①　猪俣龍一郎，緑川猛彦，山ノ内正司：硬化コンクリート中に含まれる塩分の抽出に関する温度依存性につ

いて，平成 27 年度東北地区高等専門学校専攻科産学シンポジウム，T15-P-114，pp.139（2015.12）
②　高橋秀実，緑川猛彦，山ノ内正司：塩化物イオンの固定化に及ぼす化合物の影響，平成 27 年度東北地区

高等専門学校専攻科産学シンポジウム，T15-P-115，pp.140（2015.12）
③　猪俣龍一郎，高橋秀実，緑川猛彦，山ノ内正司：硬化コンクリート中に含まれる塩分の抽出に関する温度

依存性について，平成 27 年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要集，V-3（CD-ROM）（2016.3）
④　高橋秀実，猪俣龍一郎，緑川猛彦，山ノ内正司：塩化物イオンの固定化に及ぼす化合物の影響，平成 27

年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要集，V-3（CD-ROM），（2016.3）
⑤　安島歩美，大樂沙央里，緑川猛彦：高温の温度履歴を受けたコンクリートの強度性状について（ポスター

セッション），第 1 回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス（NDEC-1）（2016.3）
⑥　志賀裕太郎，齊藤充弘，平中心市街地における駐車場形態と利用実態について，平成 27 年度土木学会東

北支部技術研究発表会Ⅳ－ 21（2016.3）
⑦　原田真衣，齊藤充弘，近隣商店街の土地利用の実態について，平成 27 年度土木学会東北支部技術研究発

表会Ⅳ－ 22（2016.3）
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⑧　熊谷純樹，齊藤充弘，通学手段における自転車利用の実態について，平成 27 年度土木学会東北支部技術
研究発表会Ⅳ－ 33（2016.3）

⑨　三浦千明，齊藤充弘，小中学生にみる公園の利用と評価について，平成 27 年度土木学会東北支部技術研
究発表会Ⅳ－ 34（2016.3）

⑩　緑川果夏，齊藤充弘，自転車歩行者道の形態と利用実態について，平成 27 年度土木学会東北支部技術研
究発表会Ⅳ－ 45（2016.3）

⑪　松崎慎也，金澤伸一 : 解析による施工時期の違いが盛土の初期応力に与える影響，第 51 回地盤工学研究
発表会講演集，地盤工学会（岡山），pp.2101-2102（2016.9） 

⑫　金成雅季，金澤伸一，坂本将吾 : 被災確率に基づく液状化判定の構築，第 51 回地盤工学研究発表会講演集，
地盤工学会（岡山），pp.1679-1680 （2016.9）

⑬　宮脇公平，金澤伸一，林　久資，石山宏二 : 温度変化を考慮したベントナイトの圧縮特性，第 51 回地盤
工学研究発表会講演集，地盤工学会（岡山），pp.735-736，2016. 9（2016.9）

⑭　坂本美咲，林　久資，金澤伸一，緑川猛彦，山崎雅直，石山宏二，大谷達彦，進士正人，: 数値解析やクラッ
クテンソルによる大深度立坑掘削時の力学的影響に関する検討，平成 28 年度土木学会全国大会，第 70 回年
次学術講演会，土木学会（仙台），CS12-046，pp.91-92（2016. 9）

⑮　真田昌慶，石山宏二，金澤伸一，福井勝則 : 連設坑道における岩盤の長期力学挙動評価手法の検討，平成
28 年度土木学会全国大会，第 70 回年次学術講演会，土木学会（仙台），CS12-045，pp.89-90（2016.9）

⑯　吉野　修，石山宏二，金澤伸一，飯塚　敦 : 高レベル放射性廃棄物の地層処分における緩衝材の再冠水挙
動に関する解析的検討，平成 28 年度土木学会全国大会，第 70 回年次学術講演会，土木学会（仙台）， CS13-
039，pp.77-78（2016.9）

⑰　渡部滉大，林　久資，金澤伸一，石山宏二，温度変化を考慮したベントナイト一軸圧縮試験機の開
発および基礎実験，平成 28 年度土木学会全国大会，第 70 回年次学術講演会，土木学会（仙台），CS13-
032,pp.63-64（2016.9）

⑱　佐藤文啓，金澤伸一，林　久資，高山裕介，石山宏二 : 温度変化を考慮したベントナイト緩衝材の膨
潤量の計測について 平成 28 年度土木学会全国大会，第 70 回年次学術講演会，土木学会（仙台），CS13-
031,pp.61-62（2016.9）

⑲　斎藤健太，高木将人，林　久資，海野寿康，仙頭紀明：いわき市平周辺の地震による地盤沈下と地盤堆積
構造の関係，平成 27 年度土木学会東北支部技術研究会，土木学会東北支部，Ⅲ -25（2016.3）

⑳　斎藤健太，高木将人，林　久資，海野寿康，仙頭紀明：福島県いわき市平周辺の地震による地盤沈下と地
盤堆積構造の関係，平成 28 年度土木学会全国大会第 71 回年次学術講演会，Ⅲ -278（2016.9）

㉑　林　久資，緑川猛彦：高温加熱を受けたコンクリートの再養生による強度回復，平成 28 年度土木学会全
国大会第 71 回年次学術講演会，Ⅴ -369，pp.737-738（2016.9）

㉒　佐藤文啓，金澤伸一，林　久資：温度変化を考慮したベントナイト緩衝材の膨潤量の計測について，平成
28 年度土木学会全国大会第 71 回年次学術講演会，CS13-031（2016.9）

㉓　渡部滉大，林　久資，金澤伸一：温度変化を考慮したベントナイト一軸圧縮試験機の開発および基礎実験，
平成 28 年度土木学会全国大会第 71 回年次学術講演会，CS13-032（2016.9）

㉔　坂本美咲，林　久資，金澤伸一：数値解析やクラックテンソルによる大深度立坑掘削時の力学的影響に関
する検討，平成 28 年度土木学会全国大会第 71 回年次学術講演会，CS13-046（2016.9）

㉕　宮脇公平，金澤伸一，林　久資，高山裕介，石山宏二：温度変化を考慮したベントナイトの圧縮特性，第
51 回地盤工学研究発表会，0368（2016.9）　

㉖　Koui Kim，Takanori Uchida，Kenji Ishizawa，Hiroyuki Fujino，Hideaki Nakamura，Construction of 
wind power generators at Japanese Antarctic station，Syowa - A case study using CFD-GIS wind syn-
opsis simulator -，COMNAP Symposium 2016 in Goa，India，National Centre for Antarctic & Ocean Re-
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search，Ministry of Earth Sciences （Govt. of India），Download （2016.8）
㉗　金　高義，内山庄一郎，積雪観測のためのマルチコプター空撮技術 - 2015/2016 年冬季の福島県西会津国

道 49 号線道路法面の事例研究 -，2016 年度日本雪氷学会東北支部大会（2016.5）
㉘　金　高義，南極建物の雪氷防災対策，「建設系企業と福島高専との懇談会」通常総会（2015.12）[ 招待有り ]
㉙　金　高義，半貫敏夫，石鍋雄一郎，小杉健二，望月重人，南極ドームふじにおける 9m- 天文観測架台の

スノウドリフト性状評価，寒地技術論文・報告集，北海道開発技術センター，Vol. 31，pp.258-263（2015.11）
[ 査読有り ]

㉚　加村晃良，風間基樹，河井　正，金　鍾官，疋田信晴，小西成治，既存盛土の切土抑止壁として用いる圧
縮補強土工法の打設ピッチに関する解析的検討，第 51 回地盤工学研究発表会，地盤工学会，pp.1549-1550

（2016.9）
㉛　吉武俊章，原田紹臣，木下 義博，江本久雄，宮本文穂，センサデータを活用した道路盛土区間の路面変

位個所検出手法の提案，土木学会第 71 回年次学術講演会（2016.9）

5）その他
①　金澤伸一，林久資，高山裕介，石山宏二，太田秀樹 : 平成 27 年度放射性共通技術調査等事業（放射性廃

棄物重要基礎技術研究調査），「天然バリアと人工バリアの力学特性を考慮した放射性廃棄物処分施設の長期
的な力学挙動予測システムの開発」成果報告書（2016.3）

②　競争的資金等の研究課題：Construction of Wind Power Generators at Japanese Antarctic Station，
Syowa ‐ A Case Study using CFD ‐ GIS Wind Synopsis Simulator -，公益財団法人日本科学協会 : 平成
２８年度海外発表促進助成，研究期間 : （2016.8），代表者 : 金　高義

③　競争的資金等の研究課題：マルチコプター空撮技術による道路法面積雪量の三次元測量手法開発 : 山形県
新庄市 教育委員会社会教育課・克雪技術研究協議会，研究期間 : （2015.4 ～ 2016.3），代表者 : 金　高義

④　江本久雄 ,JICA，東ティモール国立大学工学部能力向上プロジェクト，模型設置，実験演習方法作成，路
面計測，2015 年 9 月 18 日から 10 月 2 日，専門家として派遣

ビジネスコミュニケーション学科（コミュニケーション情報学科）
1）著書

①　安部智博，「インカム・ゲイン」「キャピタル・ゲイン」「金銭債権」「金銭債務」「鉱業権」，高須教夫・倉
田幸路・佐藤信彦・浦崎直浩編『新版現代会計用語辞典』，8，62-63，64，65，94 ページ，税務経理協会（2016.8）

2）論文
①　西口美津子・永山友理，福島から考える屋内遊戯施設の一提案，福島工業高等専門学校紀要，第 56 号，

pp.55-60（2016.2）
②　若林晃央，「地方都市における芸妓文化の現状と課題―会津東山芸妓の事例より―」，『社会・経済システム』，

第 36 号，pp.73-79，社会・経済システム学会，（2015.10）
③　若林晃央，「組織論における合理性概念再考」，『研究紀要』，第 56 号，pp.71-77 福島工業高等専門学校（2016.2）

3）雑誌・記事・総説・解説
①　Nghiêm-Phú Bình （2016）． Improving residents’ perceptions of their country with an application of 

body image theory: A case study in Hanoi，Vietnam. South Asian Journal for Tourism & Heritage，9（1），
pp.39-56（2016.2）

②　Nghiêm-Phú Bình （2015）． A confirmation of the four-component structure of destination image，and 
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their relationships with tourists’ loyalty. European Journal of Tourism Research，11，pp.147-153 （2015.11）
2. Nghiêm-Phú Bình （2015）． A confirmation of the four-component structure of destination image，and 
their relationships with tourists’ loyalty. European Journal of Tourism Research，11，pp.147-153 （2015.11）

4）口頭発表
①　西口美津子・渡部美紀子，マトリックス履歴書から考える女性のキャリアと起業～イノベーションの視点

から，画像電子学会第 44 回年次大会予稿集，pp.1-7，早稲田大学（2016.6）
②　西口美津子，地域の活性化に向けた中高年女性の起業と能力開発，日本産業教育学会第 56 回大会要旨集録，

pp.46-47（2015.10）
③　Nghiêm-Phú Bình （2016）． Tourist motivation structure: A confirmatory analysis of Snepenger，King，

Marshall，and Uysal’s （2006） scale. Proceedings of the 4th International Conference on Creative Technol-
ogy （pp.68-70）． Bangkok: Rajamangala University of Technology Krungthep. （2016.8）

④　Nghiêm-Phú Bình （2016）． Actual tourists as potential promoters of destination image. Proceedings of 
the International Conference on Information and Social Science ISS 2016 （pp.198-216）． Sapporo: Interna-
tional Business Academics Consortium & Nagoya Institute of Technology. （2016.6）

⑤　Nguyễn Thành Hưng; Nghiêm-Phú Bình （2015）． Perceptions of accountants and accounting in Viet-
nam – Findings of a qualitative study. Proceedings of the 1st International Conference for Young Re-
searchers in Economics and Business，Vol. 2 （pp.143-161）． Hanoi: National Economics University Pub-
lishing House. （2015.12）

⑥　Nghiêm-Phú Bình （2015）． Predicting life satisfaction from perceived place image – An intercultural 
and cross-cultural study with the local and foreign residents of a country in a tourism context. Paper Pre-
sented at 13th Asia Pacific Conference of Ritsumeikan Center for Asia Pacific Studies，November 7-8，
2015，Ritsumeikan Asia Pacific University，Beppu，Japan. （2015.11）

一般教科
2）論文

①　笠井　哲，沢庵『不動智』の諸武術への影響について，印度学仏教学研究，第 64 巻第２号，pp.115 －
121，日本印度学仏教学会（2016.3）

②　笠井　哲，『蘭学事始』における学問の開拓，洋学史学会研究年報 洋学，第 23 号，pp.143 － 161，洋学
史学会（2016.4）

③　小口千明，川﨑俊郎，髙橋　淳，三津山智香，菊凜太郎，木村遼之，藤野哲寛，王　君香，桜木真理子，
近現代茨城県旧筑波郡および谷田部市街の活況とその後，歴史地理学野外研究，第 17 号，59~94，筑波大
学人文社会科学研究科　歴史・人類学専攻　歴史地理学研究室（2016.3）

④　S. Isogami，T. Kawai，and M. Futamoto，“Anisotropic FMR Linewidthin Si-doped （0，6，10 at.%） Fe 
Single-crystal Films with A2 Phase,” Mater. Trans. 57，pp.1489 –1493 （2016）

⑤　S. Isogami，and M. Tsunoda，“Enhanced inverse spin-Hall voltage in （001） oriented Fe4N/Pt poly-
crystalline films without contribution of planar-Hall effect,” Jpn. J. Appl. Phys. 55，043001-5 –043001-5 （2016）

⑥　“Planar Bond Magnets with 52% Enhanced Stray Magnetic Flux Density and the Same Polarity at Both 
Surfaces via Homopolar Magnetization,” S. Isogami，Mater. Trans. 57，pp.457-460 （2016）

⑦　「LabVIEW で操作する計測器を用いた応用物理実験テーマの策定－共振実験用 VI の作成と線形フィッ
ティング解析の実習－」磯上慎二，小田洋平，工藤康紀，鈴木三男，福島高専研究紀要，No.56，115 （2105）

⑧　渡辺賢治，露伴の処女作「風流禅天魔」について，解釈学，巻 76 号，pp.39-45（2016.3）
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⑨　本田崇洋「『ボエース』と『カンタベリー物語』の繋がり −「巡礼」を視点に−」OLIVA 22 号 , 関東学
院大学英語英米文学学会（2016.4）

⑩　T. Iida，Weighted estimates of higher order commutators generated by BMO-functions and the frac-
tional integral operator on Morrey spaces，J. Inequal. Appl.，23pp. （2016. 1）

⑪　M. Ogata，S. Umemura，N. Sugiyama，N. Kuwano，A. Koizumi，T. Sawada，M. Yanase，T. Takaha，J. 
Kadokawa，and T. Usui，Synthesis of multivalent sialyllactosamine-carrying glyco-nanoparticles with 
high affinity to the human influenza virus hemagglutinin，Carbohydr. Polym. 153，96-104（2016）

⑫　T. Sawada，Classification of globally F-regular F-sandwiches of Hirzebruch surfaces，preprint，arX-
iv:1604.00745.

⑬　T. Sawada，Globally F-regular F-sandwiches of degree p of a projective space，preprint，arX-
iv:1604.00746.

⑭　大岩慎太郎，「追加選挙と本選挙の暫定的な選挙結果公表による情報格差の合憲性」，自治研究第 92 巻第
2 号 151 ‐ 158，第一法規（2016.2）

⑮　K. Hyodo，Y. Kota，and A. Sakuma，"First-principles evaluation of intrinsic，side-jump，and 
skew-scattering parts of anomalous Hall conductivities in disordered alloys"， Physical Review B，vol. 94，
pp. 104404-1–104404-9, 2016.

3）雑誌・記事・総説・解説
①　川﨑俊郎，雑誌「地方経済」からみた昭和戦前期における茨城県の地方都市（第 241 例会発表要旨），歴

史地理学，58 巻 3 号，53，歴史地理学会（2016.3）
②　[Review] S. Isogami，“Enhacement of surface magnetic flux density of bonded permanent magnets by 

homopolar facing magnetization process and its applications”，BM news of the Japan association of bond-
ed magneic materials 55，pp.54 –57 （2016）．

③ [Review] S. Isogami，“Development of future logical operation using inverse magnetoresistive effect”，
Electrical Review 10，pp.75 – 78 （2015）

4）口頭発表
①　笠井　哲，空海における「自然観と社会活動」の現代的意義について，平成 27 年度いわきヒューマンカレッ

ジ（市民大学）講演集，（いわきヒューマンカレッジ「環境再生学部」学部代表講師の講演，於いわきワシ
ントンホテル椿山荘，2015.12），いわき市生涯学習プラザ，pp.33 － 36（2016.2）

②　笠井　哲，沢庵における「仏教と儒教との対決」，印度学仏教学会第 67 回学術大会，於東京大学，日本印
度学仏教学会（2016.9）

③　川﨑俊郎，雑誌「地方経済」からみた昭和戦前期における茨城県の地方都市，歴史地理学会第 241 例会，
歴史地理学会（2015.12）

④　高橋宏宣「伊藤永之介「万宝山」の周辺―一九三〇年代の満州理解―」
　　日本文芸研究会第六十八回研究発表大会（秋田県カレッジプラザ）（2016.6）
⑤　Masahiko Fuse Satoru Ozawa Seiichirou Miura，Risk communication for students in the case of 

Fukushima Nuclear Plant Accident 2011.，International Symposium on ICT for Sustainable Development 
2015，National University of Samoa and Ibaraki University（2015.11）

⑥　布施雅彦，福島の現状と福島第一原子力発電所の事故から学ぶ放射線教育の重要性について，第１２回日
中友好科学技術教育シンポジウム・西安市科学技術協会（2016.5）

⑦　M. Fuse，S. Ozawa，S. Miura，Continues Monitoring of Environmental Radioactivity in the area pol-
luted by the Fukushima Nuclear Power Plant Accident 2011 and disclosure of the data to public through 
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the Internet，International Symposium on ICT for Sustainable Development 2016，Department of Zoolo-
gy and Environmental Management，Faculty of Science，University of Kelaniya and Ibaraki University

（2016.8）
⑧　E. ISHIZAKI，M. Fuse，A. Minato，M. Itaba，S. Ozawa，Use of ICT for monitoring environment 

radioactivity and decontamination of sea water polluted by Fukushima Nuclear Power Plant accident，
International Symposium on ICT for Sustainable Development 2016，Department of Zoology and Envi-
ronmental Management，Faculty of Science，University of Kelaniya and Ibaraki University（2016.8）

⑨　Seiichiro Miura，Hiroshi Fujimoto，Kurt Fischer，Masahiko Fuse，Satoru Ozawa，Use of portable 
application technique in an introductive course of National Institute of Technology，International Sym-
posium on ICT for Sustainable Development 2016，Department of Zoology and Environmental Manage-
ment，Faculty of Science，University of Kelaniya and Ibaraki University（2016.8）

⑩　布施雅彦，地域の放射線測定を題材とした情報教育におけるグラフ作成の教材開発，教育システム情報学
会第 41 回全国大会，教育システム情報学会，pp.75-76（2016.8）

⑪  磯上慎二，水口将輝，高梨弘毅，「擬単結晶 Fe4N 薄膜における異常ネルンスト効果の結晶方位依存性」，
第 40 回日本磁気学会学術講演会，08aC-5，金沢，（2016.9）．

⑫　S. Isogami，Tetsuroh Kawai and Masaaki Futamoto，“Enhanced anisotropic FMR linewidths under ro-
tating magnetic fields in Fe-Si（001） single-crystal-film planes”，The International Conference on AUMS 
2016，Taiwan （2016）． Oral

⑬　[Invited] S. Isogami，M. Oogane，A. Sakuma，and M. Tsunoda，“Anisotropic spin dynamics and gen-
eration of spin current in Fe4N thin films”，The 178th Spinics Research Meeting，Sendai （June 10th，
2016）

⑭　磯上慎二，「4 極型同極対向着磁プロセスによる 52% 磁束密度強化ボンド磁石の作製」，第 158 回日本金属
学会春季講演大会，p61，東京， （2016.3）

⑮  小野郁朗，磯上慎二，濱崎真一，「Bi-Ti-O 系薄膜の作製と圧電応答顕微鏡による強誘電性の評価」平成 28
年電気学会全国大会，2-068，仙台， （2016.3）．

⑯  [Invited] S. Isogami，“Spintronics using Fe4N thin films”，The 213rd MMU special seminar，Tsukuba 
（2016.1）

⑰　青木亮太，小野郁朗，磯上慎二，濱崎真一，「Bi-Ti-O 系薄膜の作製と圧電応答顕微鏡による強誘電性の評
価」，第 21 回高専シンポジウム in 香川，Pa-022，香川，（2016.1）

⑱　S. Isogami，and Masakiyo Tsunoda，“Enhanced inverse spin-Hall voltage in Fe4N/Pt bilayer films”，
2016 Joint MMM-Intermag Conference，FT-06，San Diego，USA，January （2016）． Poster

⑲　[Invited] S. Isogami，“Enhacement of surface magnetic flux density of bonded permanent magnets by 
homopolar facing magnetization process and its applications”，BM Symposium 2015，Tokyo （Dec. 4th，
2015）．

⑳　本田崇洋 ,『チョーサーの巡礼の一側面　—『ボエース』との繋がりから−』，第 31 回日本中世英語英文
学会全国大会（2015.12）

㉑　飯田毅士 ,The Adams type inequality on weighted Morrey spaces and weighted inequalities on Morrey 
spaces for linear and multilinear fractional integrals，実解析シンポジウム 2015（2015.10）

㉒　飯田毅士，中村昌平，A note on the Fefferman-Stein inequality on Morrey spaces，日本数学会 2016 年
度秋期総合分科会（2016.9）

㉓　小田洋平，「遷移金属合金のスピン波スティッフネス・交換相互作用の第一原理計算」，日本物理学会
2016 年秋季大会，14pAA-14，金沢大学（2016.9）

㉔　兵頭一茂，小田洋平，佐久間昭正，「FePt，FePd 不規則合金における異常ホール効果の第一原理計算」，
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日本物理学会第 71 回年次大会，20pAU-3，東北学院大学（2016.3）
㉕　小田洋平，「コランダム型 Cr2O3 のネール温度に対する静水圧効果のシミュレーション」，日本物理学会第

71 回年次大会，19aPS-17，東北学院大学（2016.3）
㉖  工藤康紀，「青少年のための科学の祭典大分大会」と科学技術教育，第 12 回日中友好科学技術教育シンポ

ジウム，西安市科学技術協会（2016.5）

5）その他
①　笠井　哲，大蔵卿の阿呆ぶり，NHK カルチャー平成 27 年 10 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探

究編 13 ＞～一條大蔵卿の人物造形～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2015.10）
②　笠井　哲，人間と活きた自然との一体性を見直そう，平成 27 年度いわきヒューマンカレッジ「環境再生

学部」第７回，於福島高専（2015.10）
③　笠井　哲，常盤御前の矜持，NHK カルチャー平成 27 年 10 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究

編 13 ＞～一條大蔵卿の人物造形～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2015.11）
④　笠井　哲，大蔵卿の本心，NHK カルチャー平成 27 年 10 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編

13 ＞～一條大蔵卿の人物造形～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2015.12）
⑤　笠井　哲，梶原景時の智略と人格，NHK カルチャー平成 28 年 1 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・

探究編 14 ＞～「石切梶原」の様式美～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.1）
⑥　笠井　哲，六郎太夫の気骨と情愛，NHK カルチャー平成 28 年 1 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・

探究編 14 ＞～「石切梶原」の様式美～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.2）
⑦　笠井　哲，立敵・大庭の凄みと貫禄，NHK カルチャー平成 28 年 1 月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・

探究編 14 ＞～「石切梶原」の様式美～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.3）
⑧　笠井　哲，心のふれあい，NHK カルチャー平成 28 年４月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編

15 ＞～『一本刀土俵入』の世界～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室 ,（2016.4）
⑨　笠井　哲，義理と人情，NHK カルチャー平成 28 年４月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編 15 ＞ 

～『一本刀土俵入』の世界～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.5）
⑩　笠井　哲，茂兵衛の恩返し，NHK カルチャー平成 28 年４月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編

15 ＞～『一本刀土俵入』の世界～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.6）
⑪　笠井　哲，陽気な道中，NHK カルチャー平成 28 年７月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編 16 ＞ 

～「沼津」、親子の情愛～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.7）
⑫　笠井　哲，悲しい宿命，NHK カルチャー平成 28 年７月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編 16 ＞ 

～「沼津」、親子の情愛～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.8）
⑬　笠井　哲，エコ・フィロソフィの構想について，平成 28 年度いわきヒューマンカレッジ「環境再生学部」

第２回，於福島高専（2016.9）
⑭　笠井　哲，親子の情愛，NHK カルチャー平成 28 年７月期講座，芸道の心に触れる＜歌舞伎・探究編 16 ＞ 

～「沼津」、親子の情愛～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2016.9）
⑮　川﨑俊郎，日本史再訪 21「ニッポン・スポーツ事始め」～近代日本とスポーツ～第１回　幻の東京オリ

ンピック～神宮外苑略史～ＮＨＫカルチャー 10 月期講座（2015.10）
⑯　川﨑俊郎，日本史再訪 21「ニッポン・スポーツ事始め」～近代日本とスポーツ～第２回　高校野球 100

年～少年スポーツと社会～ＮＨＫカルチャー 10 月期講座（2015.11）
⑰　川﨑俊郎，日本史再訪 21「ニッポン・スポーツ事始め」～近代日本とスポーツ～第３回　国民的体操序

説～ラジオ・生保・みんな～ＮＨＫカルチャー 10 月期講座（2015.12）
⑱　川﨑俊郎，日本史再訪 22「まるごと室町時代」～日本文化の分水嶺～第１回　惣と一揆～仮名まじり文

のはじまり～ＮＨＫカルチャー 1 月期講座（2016.1）
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⑲　川﨑俊郎，日本史再訪 22「まるごと室町時代」～日本文化の分水嶺～第２回　畳と「ちゃかぽん」～和
風のはじまり～ＮＨＫカルチャー 1 月期講座（2016.2）

⑳　川﨑俊郎，日本史再訪 22「まるごと室町時代」～日本文化の分水嶺～第３回　広がる「学芸」～小京都
のはじまり～ＮＨＫカルチャー 1 月期講座（2016.3）

㉑　川﨑俊郎，日本史再訪 23「あなたの知らない明治時代」～近代社会と現代社会の相違点～第１回　両か
ら円へ～二分金はどこへ行った？～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.4）

㉒　川﨑俊郎，日本史再訪 23「あなたの知らない明治時代」～近代社会と現代社会の相違点～第２回　習字
今昔～草書から楷書へ～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.5）

㉓　川﨑俊郎，日本史再訪 23「あなたの知らない明治時代」～近代社会と現代社会の相違点～第３回　「おじ
いさんのランプ」～明かりの近代～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.6）

㉔　川﨑俊郎，日本史再訪 24「近くて遠い大正・昭和」～知ってるはずの時代・知らなかった時代～第１回
　マグロ・クジラ・アホウドリ～自然保護と地政学～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.7）

㉕　川﨑俊郎，日本史再訪 24「近くて遠い大正・昭和」～知ってるはずの時代・知らなかった時代～第２回
　二つの外地～疎開と接収地～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.8）

㉖　川﨑俊郎，日本史再訪 24「近くて遠い大正・昭和」～知ってるはずの時代・知らなかった時代～第３回
　電車今昔～路面電車と通勤電車～ＮＨＫカルチャー 4 月期講座（2016.9）

付　教員研究業績報告書

－ 219 －





研　究　紀　要
第　57　号

平成29年２月28日　発行

乱丁落丁はお取替えいたします。

編集兼発行者
いわき市平上荒川字長尾30
福島工業高等専門学校

　TEL 0246-46-0700

印 刷 所
いわき市平字田町82-13
八 幡 印 刷 株 式 会 社

　TEL 0246-23-1471



研
　
究
　
紀
　
要
　
　
第
五
十
七
号

二
〇
一
六
年

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校

C O N T E N T S

Kousuke Terada, Kota Kadoi, Toru Takahashi, Sunao Tokura and Ichiro Hagiwara
　Dynamic properties on origami-based foldable structures　	 　１
Tomoya Shima, Yudai Kawata, Seidai Watanabe and Mizuyasu Koide
　Performance Evaluation of Wind Tunnel Equipment　	 　９
Masanobu Ohtsuki, Koichi Koizumi, Yoshiki Nakano and Hiroshi Arai
　An Algorithms for Solving the Puzzle Game “Tangram”　	 　15
Takahiro Yamada and Rei Igarashi
　Analysis of characteristics of squeaking sand based on image information　	 　21
Hidenori Ue, Susumu Toyoshima, Ai Yachidate and Mamoru Ando
　Study on Introductory Education to Cultivate Interest in Electrical Engineering for Young Students　	 　27
Susumu Toyoshima
　Activity report of the embedded system design contest composed of myRIO educational tool and LabVIEW software　	 　33
Kenichi Kurumada Akira Kasai and Ken Shigeta
　Tempting and delusive belief of “objective scientific measurement” involved in body actions 
　as the potential driving force　	 　39
Takehiko Midorikawa Ryuichiro Inomata and Masaji Yamanouchi
　The Temperature Dependence of Extraction of Salinity Content in Hardened Concrete　	 　47
Tomoko Takaara and Iwaki city waterworks Bureau
　Characterization of radioactive materials removal in water purification plant　	 　53
Koui Kim and Shoichiro Uchiyama
　Multicopter aerial photography for snow survey
　　- A case study for slope face of Japan National Route 49, Nishiaizu, Fukushima in the 2014-2015 winter -　	 　59
Mitsuko Nishiguchi and Mako Ando
　Innovation and Branding of Traditional Art Craft Products in Fukushima Prefecture　	 　63
Takashi Yukawa and Chihiro Igari
　Supply Chain Management Support System for BCP　	 　69
Yoshihide Tabuchi
　The Essay on the Contemporary Alpinism in Japan　	 　75
Akihiro Wakabayashi
　The Impact of the Judgement of Rationality of Emotion in the Organization　	 　85
Kouei Torii
　The Contrastive Semantics of ‘eternal’, ‘permanent’, and ‘perpetual’　	 　93
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